
テーマ 新規

事業分類 事業種別

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

交付対象事業

関連事業

①乳幼児インフルエンザワクチン
　　24年度…127人　　　25年度…136人
②高齢者肺炎球菌ワクチン
　　24年度…40人　　　 25年度…66人

療育教室運営事業
身体の障がい、精神発達の遅滞障がいの幼児を早期発見し、
適切な指導のもと、心身障がいの進行を未然に防止する。

臨床心理士、保育士、保健師による集団指導を行った。
【25年度療育教室利用者数】
　実人数（延べ人数）　　6人（155人）

栄養バランスのとれた食事を提携するとともに、安否確認を
併せて行い、高齢者の健康と生活の質を確保し、介護予防を
図ることができた。

料理で学ぶ食の健康づくり事業

食の自立支援事業

平成25年度～

本年度事業費（千円） 9,939

プロジェクトの目的及び概要

総事業費（千円）

　今後も少子高齢化が進むことが予測され、医療費等に係る扶助費が年々増加する中、健康寿命の延伸を妨げる各種疾患の罹患を防ぎ、健康な状態で生
活を送るための支援策が必要とされている。
　※健康寿命＝日常的に介護を必要としないで自立した生活ができる生存期間

　住民が健やかな生活を続けるために、生活習慣を振り返るきっかけづくりの場を提供し、「自分の健康は自分で守る」という意識改革に取り組むとと
もに、各種予防接種を実施し、疾患の罹患を防ぐ。 また 宇治田原町において生活をする高齢者の方が、生き甲斐をもって生活が送れるように、自らの
経験や知恵を生かして働ける場所を提供するシルバー人材センターを設置し、運営補助を実施することにより経営の安定化を図る。

事業名

水中ウォーキングで健康づくりサポー
ト事業

感染症予防ワクチン接種助成事業

プロジェクト名 実施期間健康長寿プロジェクト

みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２５年度分）

2,579

新規・継続の区分健康長寿プロジェクト

地域における現状、課題及び住民ニーズ

食事の作成ボランティア等との協働により、高齢者及び身体
障がい者に昼食・夕食の配食サービスを実施し、食事による
健康管理を実施する。

乳幼児のインフルエンザワクチン及び高齢者の肺炎球菌ワク
チンの接種費用の助成を行うことにより、接種促進を図る。

交付金額（千円）9,939

団体名：宇治田原町

水中ウォーキング講座を開催し、四季を通じた水中ウォーキ
ングを通して、健康増進を図る。

食育推進実施計画の具体化を図り、食による健康づくりを推
進するため、子育て世帯や親子などを対象とした体験型の料
理教室を開催する。住民

協働
事業

プロジェクトを構成する事業の平成２５年度事業実績（出来高数値等）

主な実績（出来高数値等）

水中ウォーキング講座（１講座90分）を開催した。
　参加者：延べ30人
　①7月18日　午前10時～11時30分  参加者13人
　②7月24日　午前10時～11時30分  参加者4人
　③7月29日　午前10時～11時30分  参加者7人
　④8月11日　午後 2時～ 3時30分  参加者6人

食育関連機関と協議し、児童を対象に親や家族に向けての体
験型の食育教室を開催した。

【食育体験教室】
　①竹を使ってパンを創ろう(7月27日)
　　大人9人・子供10人
　②ふるさとのレシピ料理を創ろう(10月30日)
　　大人9人
　③朝食を創ろう(1月25日)
　　大人9人・子供12人

事業概要



みらい戦略一括交付金　　プロジェクト自己評価調書（平成２５年度分）

団体名：宇治田原町

住民が
取り組む

事業
交付対象事業

― （左の理由）

（理由） （時期）

　水中ウォーキングや食育体験教室は、住民自ら、自己の健康管理を行うきっかけとなっており、健康に対する意識の向上
につながっている。

センターの運営に必要な経費から配分金事務手数料相当額及
び会員会費収入を控除した金額を、運営補助金として町から
支出。
〈平成25年度のセンターの業務状況〉
  ・行政関係     受託件数         195件
   　　　　　　  受託金額  13,539,457円
  ・民間企業     受託件数         239件
　　 　　　　　　受託金額  15,122,237円
  ・一般家庭　　 受託件数         130件
　　 　　　　　　受託金額   2,660,708円
       計        受託件数         564件
　　 　　　　　　受託金額  31,322,402円
　
 会員数118人、 就業日数（延べ日数）6,724人・日

高齢者が長年培ってきた経験と技術を生かし、社会貢献をし
ていただくため就労機会の斡旋を目的に設立されたシルバー
人材センターへの運営補助を行う。

行財政改革に資する成果

その他の成果

本年度の事業実績が
成果指標の達成に与え
た効果

※未達成の場合も効果
　を記載すること

成果指標の目標数値

成果指標の達成状況

　生活習慣病の予防等、自らの健康保持に関する意識の高揚が図られており、生活習慣を振り返るきっかけづくりとなっている。

※未達成の場合は、成果指標の達成に向けた今後の対応方策についても記載すること。

成果指標の実績値が更新できない場合
は、その理由及び更新時期

公表時期は未定であるが、町として子供たちお年寄り、障が
いを持った方などすべての人が健康で生きがいを持って生活
できるように、予防接種や健康づくりの事業を進め、健康長
寿の向上に努めていくことが重要である。

シルバー人材センター運営補助事業

本プロジェクトに
対する自己評価

成
果
指
標
①

次回、更新時期不明

　住民の健康の向上に努めることで、医療費の削減につながっている。

　食に対する意識向上の働きかけにより、食生活の充実と健康管理を推進している。

住民の自治意識を高める成果

成果指標の実績
（平成26年3月31日時点）

健康長寿の向上
平成17年　73.58歳→平成27年　74.6歳

―


